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図-1　扇島工場LNG地下式貯槽構造概要
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1. はじめに

従来，耐水圧強度版(地下水圧に対して強度的に抵抗できる底版)形式のLNG地下式貯槽では，経済性の面か

ら側壁と底版の結合形式をピン結合としていた．東京ガス(株)では扇島工場で建設中のNo.3LNG地下式貯槽に

おいて，大容量プレストレストコンクリート，自己充填コンクリートなどの最先端の土木技術を取り入れるこ

とにより経済性に優れた側壁・底版剛構造を開発するとともに，本構造を耐水圧強度版に初めて採用した．本

報は，側壁・底版剛構造地下式貯槽の特徴について述べるものである．

2. LNG地下式貯槽の変遷

1970年，東京ガス根岸工場にわが国初めての容量1万KL LNG地下式貯槽が完成された．以来30年余，国内

外で70基以上のLNG地下式貯槽が建設されている．

LNG地下式貯槽の歴史は大きく3つの世代に区分することができる．第一世代は1980年代前半までに建設さ

れた開発初期段階の容量8万KLクラスのLNG地下式貯槽である．第二世代は大容量LNG地下式貯槽である．

1980年代前半より大深度地中連続壁，大型鉄筋コンクリート構造等に関する研究開発が行われ，容量13～14

万KLのLNG地下式貯槽が，1995年には根岸工場に世界最大容量の20万KL LNG地下式貯槽が建設された．また，

1998年には扇島工場で屋根を側壁・底版と同様に鉄筋コンクリート製とした初の完全埋設式地下式貯槽が建設

された．そして，LNG地下式貯槽の持つ信頼性，安全性，および経済性をさらに向上させたものが側壁・底版

を剛構造とした次世代(第3世代)地下式貯槽である．

3. LNG地下式貯槽の構造

LNG地下式貯槽の基本形状は，外圧が支配的となる地下

構造物に最適な円筒形であり，内径，液深，屋根のライズ

等の基本寸法は，基地のレイアウト，地盤条件および経済

性を総合的に考慮した上で決定している．

扇島工場埋設式LNG地下式貯槽は，図-1に示すとおり，

コンクリート製躯体(側壁，底版)，コンクリート製屋根，

金属製薄膜メンブレン，保冷材等により構成される．躯体

は土水圧等の外力を保持している．底版型式は，耐水圧強

度底版である．従来，側壁と底版の結合方式は経済性の面

から，構造的に縁を切った，ピン結合となっている．

躯体内面に取り付けられるメンブレンはLNGの液密・気密を保つ機能を持つ．保冷材はメンブレンと保冷の間

に設置され，LNGの蒸発を抑制するとともに，液圧ガス圧を躯体に伝達する機能を持つ．(図-1)



図―２　扇島工場 NO.3ＬＮＧ地下タンク構造概要

4. 扇島工場No.3LNG地下式貯槽の特徴

本貯槽は鉄筋コンクリート製ドーム屋根を有する

内径70.8m，液深51mの円筒形構造である．側壁は厚

さ2.8mの鉄筋コンクリート円筒シェル構造，底版は

約0.6MPaの水圧(揚圧力)を支える厚さ8mの鉄筋コン

クリート構造である．(図-2)

本貯槽の最大の特徴は，世界初の側壁と底版が一

体構造となった耐水圧剛結合強度底版を採用してい

ることである．

この経済性に優れた側壁・底版剛結合を実現する

ために，以下に示す最先端土木技術および構造上の

工夫を採用した．

(1) 大容量プレストレストコンクリートおよびハンチ形状

耐水圧強度底版には，水圧(揚圧力)により大きな引張応力が発生する．側壁と底版を剛結構造とした場合，

側壁に作用している荷重による引張応力に加えて，底版からの引張応力が側壁下端部にも伝達されるため，側

壁下端部の引張応力は大きくなる．

側壁下端部に発生する大きな引張応力を抑制し，施工可能な鉄筋配置にするため，側壁下端部に圧縮力を導

入するとともに剛結構造部の応力の流れをスムーズにするため，大容量プレストレストコンクリートおよびハ

ンチ形状といった最先端土木技術および構造の工夫を採用することとした．

また，底版コンクリートの拘束があるため，側壁下端部コンクリートに施工時温度応力による貫通クラック

が生じることが想定されたが，大容量プレストレストコンクリートはこの貫通クラックの抑制効果があること

も確認した．

(2) 自己充填コンクリートの採用

側壁下端部には，多量の鉄筋とPC鋼材が配置され，コンクリート打設時の締固め作業は非常に困難になる

ことが予想された．そこで，側壁下端部において確実にコンクリート打設を行うため，自己充填コンクリート

を採用することとした．

5. おわりに

最先端の土木技術および構造上の工夫を取り入れ，耐水圧型強度版において初めて側壁・底版剛構造を実現

した扇島工場NO.3地下式貯槽は，現在躯体構築中であり，2003年秋に完成する．

詳細設計については、大成建設(株)、(株)大林組の協力を得ながら実施している。

今後は，経済性に優れた側壁・底版剛構造が今後の耐水圧強度底版型地下式貯槽の標準形式となるものであ

ると考える．
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